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《 綱領 》

我々、株式会社高浄社員は
「住みよい環境創りの為、
社会に奉仕する」ことを信
条に努力しよう。

社長メッセージ「最後だと思って」

5月号

いつも「タカジョウ」を応援いただきありがと
うございます。
すっかり春らしくなってきました。4月、ピカ
ピカのランドセルを背負った一年生や新しいスー
ツの新入社員を街で見かけると、こちらまで初心
に戻ります。
当社の新入社員も、そろそろ、皆さんのところに
顔を出しているかもしれません。何卒、よろしく
お願いします。
さて、あと少しで新しい年号「令和」になりま
す。何かをする時、頻繁に「平成最後の○○○」
といったセリフを聞きました。
私も、「平成最後の…」と言いながら、ふと、昔、
友人に聞いた話を思い出しました。
友人が、九州に旅行に行った時、とあるお寺で、
住職さんがこんなことを言ってお茶をいれてくれ
たそうです。
「私は、いつもこれが最後だと思っています。」
「あなたにお茶を注がせていただくのは、きっと、
最後。だから、心を込めていれさせていただきま
す。」
「もしよろしければ、今回の人生でお茶を飲むの
は最後だと思って飲んでください。」
そう言われると、今までのようにお茶を飲むので
はなく、香りを楽しみ、色の美しさに感動し、味
をしっかりと噛みしめながら飲んだそうです。

そしてお茶を一口飲むだけで、幸せがゆっくりと
体の中に広がっていくような気がしたと…。
「人生で一番美味しいお茶。」彼は、そう言いま
した。
しかし、それと同じようなことは私たちの日常
にあふれているのかもしれません。
今日の「おはよう！」「いってらっしゃい！」
「いただきます！」「お疲れ様でした！」
私たちは、きっと明日も、明後日も、同じことが
続くと思っています。
しかし、もしこの一言が、その方との最後の言葉
だったら…。
心を込めて、言葉を伝えるでしょう。
きっと、家族とハグして仕事に行くでしょう。
きっと、一口一口噛みしめて食事を頂くでしょう。
きっと、目の前の仕事を一生懸命するでしょう。
きっと、、、。
きっと、、、。

今という瞬間に心を込めて生きていくと思います。
最後だと思えないかもしれないですが、今日出
会う人たちに、心から喜ばれるような時間を過ご
していきたい！と思いました。
今月もありがとうございました。

長井正樹

一食一円運動

2月末での繰り越し残高
4,064,134円

3月末での拠出金額
74,520円

合計残高
4,138,671円

ご協力誠にありがとう
ございます。



5月号

⼊社式

2019年4⽉1⽇、新年度が始まった1⽇
タカジョウグループでも⼊社式が⾏われました。
新⼊社員7名が緊張した様⼦で
今の気持ちと決意を語りました。
またお会いした時は気軽に声をかけてください。

京都⼤学の農場跡地を活⽤した安満遺跡公園は、広さはなんと甲⼦園球場約５個分！
オープニングイベントでは⻑井社⻑もテープカットに参加させていただきました。

遊戯エリアや屋外ステージ、様々な体験が出来る「ボー
ネルンランドPark Center」やピッツェリア＆カフェ
「SUNDAY‘S BAKE 569」も併設されているので、⼤⼈から
⼦供まで楽しめる公園です！
公園内にはタカジョウがネーミングライツをしている
「TAKAJYO  TOILET」もありますので、遊びに⾏った際に
は探してみて下さいね♪



５月号

次回は5⽉19⽇(⽇)!!
暑くなってきましたので
熱中症には
お気をつけくださいね☆

お子さんも大歓迎♪

スペランツァ⼤阪⾼槻のホームゲームがいよいよ開幕！タカジョウで働いている
阪中選⼿や吉澤選⼿も気合⼗分！地元チームをみんなで応援に⾏きましょう(*’ω’*)
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